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論文内容要旨
結 目
 経中心静脈高カロリー栄養法は,近来かなり広範に応用されているが,投与したアミノ酸が効
 率良く利用されるための必要カロリー量の決定,高濃.度グルコース投与中の高張利尿,低血糖シ
 ョックの発現などいろいろの問題がのこされている。著者は中心静脈栄養中のアミノ酸及びグル
 コース代謝の動態を解明する目的で,小児中心静脈栄養施行例のアミノ酸及びグルコース代謝に
 関し,血糖,BUN,尿中NPN,尿中ureaN,尿中amlnoNなどを指標として検討を加え,
 更に1カ月ないし6カ月間の長期にわたって経中心静脈栄養を施行した犬について上述指標の外
 血中IRIを含め,同様の検討を行った。
 対象及ぴ方法
 中心静脈栄養を行った臨床例は,生後5日から8才までの小児32名である,検討した症例
 はカロリー源として全てグルコースのみを使用し,蛋白窒素源はSohaminを使用した。中心静
 脈栄養中,毎日或いは1日おきに血中ureaN,電解質,血糖を超微量法(0・02ml)で測定
 した。尿については尿中のNPN,ureaN,aminoNを測定した。動物実験では新たに開発
 した固定方法を用い,5k9ないし8k9の雑種犬10頭に経中心静脈栄養を施行し,臨床例と同じ
 項目について検討した。又グルコース負荷による血糖及び血中IRIの変動を調べるため,臨床
 例ではグルコース負荷後1時間毎に血糖値について測定し,実験例では30分ないし1時間毎に
 数時間わたって血糖及び血中IRIについて測定した。
結果
 1.アミノ酸代謝:
 アミノ酸代謝に関し・ureaNを中心としてNPN,aminoN,窒素出納などを含め,アミ
 ノ酸代謝の動態について検討した。その結果は:11)中心静脈栄養中,一定のアミノ酸投与量に
 対し,カロリー投与量ゑ増加するとともにそれに応じて血中ureaNが下る,又一定のカロリー
 に対し,アミノ酸の投与量の増加とともに,血甲ureaNは上昇する,即ち血中urea
 Nと投与したcal/N比との間には直線的な逆相関関係が成立する。しかし,ca1/Nが450
 以上になるとこれ以上投与カロリーを増しても血中UreaNは一定のレベル以下にさがらない。
 {2),cal/N比の変動とともに尿中NPN,ureaN,aminoNの排出量が変動する,cal/N
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 比が大きい程,これらの排出量も少くなっている。尿中NPN・,amlnoNの排出量とcal/N
 比の間にも直線的な逆相関関係が見られる。131,アミノ酸が蛋白合成に効率良く利用されるため
 には,カロリー投与は多い程良い,しかし,窒素1gmに対し450カロリー投与すれば,アミノ
 酸の利用も最高限度に達するので,窒素1gmに対し,450カ日リー以上投与することは意味がない。
 (4),血中ureaNと尿中ureaNには一定相関があり,したがって,ureaNの測定はアミノ
 酸代謝を観察するための良い指標となる。とくに蓄尿の困難な小児の場合.アミノ酸利用率の指
 標として,血中ureaNの測定は簡便で臨床上利用価値が高い。
 2.グルコース代謝に1
 グルコース代謝に関し小児臨床例及び動物実験例にグルコース負荷による血糖及び血中IRI
 の反応について検討した。その結果は:(1),小児高カロリー輸液中,最終的に安定する血糖値は
 大体80ないし120叩/dゑあたりにあり,グルコース投与量による血糖値の差は少く,日中
 変動も殆んどないが,投与グルコースの濃度或いは速度を変化すると血糖値拶1時的に変動する・投
 与量の変化が多い程血糖値の変動も著しい。この変動は大体投与量を変更した後の5,6時間内
 に著明で,この間は高張利尿,低血糖ショックに対して特に注意する必要がある。121,動物実験
 から得られた結果では,グルコース投与量を増加した場合,増加幅が小さい程,血糖の上昇が軽く,
 下降傾向が現われる時間が早い,増加幅が大きい程血糖値の上昇も著しく,下降傾向が現れるの
 も遅い。13〕,投与量を減少した場合血糖値は30分以内に最低値に達し,その後直ちに上昇回復
 する。14),グルコース投与量の変化に対する膵beta細胞の反応がかなり早く,グルコースを負
 荷したのち30分以内にすでに血中IRIの著明な反応が見られる。血中IRIの変動は血糖値
 の変動と大体平行している。15),動物実験では0.25から1.5gm/㎎/hrの急激なグルコース
 負荷した場合,中心静脈栄養施行開始直後,又は長期施行後ともに高張利尿はおこらなかった。
 「慣れ」と言うも爾はないのではないかと考えられる。又動物実験では1.5卯ゾk9/hrのグル
 コース輸液中急に中止しても低血糖ショックはおこらなかった。
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 審査結果の要旨
 経中心静豚高カロリー栄養法は輸液療法として画期的な進歩であり,その有用性については臨
 床的に広く認められるに到った。しかし,本法による各栄養素の適正な投与比率又は投与量すら
 確立されて居らず,本法施行時の各栄養素の代謝動態には,なお不明な点が少くない。この論文
 では本法を施行した生後5日より8才までの乳小児32例について,アミノ酸代謝を窒素出納,尿
 中NPN,尿中アミノN,血中UreaNの動きより検討し,.また高張糖液持続静注時の日中変動
 る観察するとともに,注入液の濃度や注入速度を変化させた場合の患者の適応状況を血糖値及び
 血中IRIの変動より検討している。さらに,新たに開発した方法によって犬を1-6ケ月間完
 全静躰栄養法によって維持し・種々の投与条件下におけるアミノ酸代謝,糖代謝について・同様
 の検策を行っている6
 この結果,カロリー量を増加すると血中ureaNが下がり,ureaNと投与したcal/N比と
 の間に直線的な逆相関が成立するが,ca1/N比450以上では,投与カロリーを増加しても血中
 ureaNは一定レベル以下にさがらない。
 尿中ureaN,NPN,アミノNとcal/比の間にも逆相関が欠られる。血中ureaNと尿中
 ureaNは正の相関があり,蓄尿の困難な小児では血中ureaNの測定はアミノ酸代謝のよい指
 標となるとしている。
 経中心静豚高カロリー栄養法を施行している小児では,最終的に安定する血糖値は80～120
 叩/d1で,グルコース投与量による血糖値の違いは小さく,日中変動も殆んとない。投与グル
 コースの濃度又は注入速度をかえると,血糖値は一時的に変動するが,変動は5,6時間内に著
 明で,この間は高張利尿や低血糖レヨツクに注意する必要があるとしている。グルコース投与量
 の変化に対して30分以内にIR,1は反応し,その変動は血糖値の変動に略平行する。
 以上の結果によりアミノ酸が蛋白合成に利用される為にはカロリー投与は多い程よいが,アミ
 ノNlgmに対して450σal投与するとアミノ酸利用度は最高に達するので,それ以上のカロ
 リー投与は意味がないこと,小児では血中ureaN測定がアミノ酸代謝のよい指標になること,
 投与糖量の変動に対して,インシュリン分泌は速かに反応し,血糖値は5～6時間で変動は安定
 するので,この間の患者観察に留意すべきことを強調している。
 以上,この研究は,臨床的に急速に注目をあつめその重要性が認められた経中心静豚高カロリ
 ー輸液施行時の代謝動態の解明に資するととも,臨床上重要ないくつかの問題点を明らかにした
 もので,その寄与するところが大きい。よって学位授与に値するものと認める。
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